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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） おはようございます。 

暑すぎる夏もやっと終わりに近づいたかなというふうに思います。 

あと１週間もすれば、旭岳近辺では、もう紅葉の見頃となるというふうな話でござ

います。今、日本は四季があっていい国だと言われていますが、研究者に言わせると、

これからは二季の時代に入るのではないかなというふうに言われています。 

冬から一気に夏、夏から秋を飛び越えて冬になる、そんなような気象状況になるの

ではないかなというふうな予測もありますので、何とも、あの寂しいような大変なよ

うな気もいたします。 

今年は、根室で秋のサンマが大変採れて大漁だということでございます。採れすぎ

て、陸揚げの資材が足りなくなって、陸揚げできない船が出たようなことも聞いてお

ります。この予測ができないというのは、それぞれの業界で大変なことだろうという

ふうに思います。 

枝幸でも９月３日から秋サケ漁が始まりましたが、同年同月比で大体７割ぐらいの

漁獲だというふうに聞いております。 

この海水温の高さが、そのような状況をもたらしたのかなと思います。これから秋

サケ漁も、大漁になることを期待しているところであります。 

それからマスクでございますが、任意としておりますので、よろしくお願いいたし

ます。ただ、最近、新型コロナウイルスの亜種が、また違うところで蔓延しているよ

うでございますので、お気をつけいただきたいというふうに思います。 

それでは、これより令和７年第３回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でご

ざいます。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ４番徳保喜幸議員、６番小林正浩議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、９月８日開催の議会運営委員会において協議し、本日から 19

日までの４日間としたいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 19 日までの４日間と決定いたしました。 
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◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配布しておりますとおり、

６月 26 日開会の第２回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主な

ものだけを報告させていただきます。 

北海道町村議会議員研修会は、7 月８日に札幌市で開催され、議員９名、事務局１

名が参加し、西南学院大学教授勢一智子氏より、地方議会における議員の多様化に向

けて、また、人口戦略会議副議長の増田寛也氏より、人口減少社会を生き抜くために

と題して、それぞれ講演をいただきました。 

議員のなり手不足は小規模市町村ほど厳しい状況で、全国的にも無投票当選は増加

傾向にあります。当議会といたしましては、今後も活発な議会活動を行いながら、議

員のなり手確保に努めてまいりたいと思います。 

比布町行政視察研修は７月９日に実施し、令和４年４月に設置された義務教育学校

について、比布町教育委員会の北川教育長を始め、担当職員より、設置に至る経緯や

現状についてご教示いただきました。 

宗谷管内市町村議会議員政策形成セミナーは、７月 15 日に稚内市で開催され、議

員３名と事務局が参加し、東京大学大学院教授金井利之氏より、これからの議会議員

のあり方についてと題して講演をいただき、議員のなり手不足解消のためには、多様

な人材を求めることが重要である旨をご教示いただきました。 

令和７年第４回臨時会は７月 25 日に開会し、工事請負契約について及び令和７年

度一般会計補正予算について審議し、可決をしております。 

宮城県石巻市議会議員７名が８月６日に枝幸町を視察研修先として訪問され、有害

鳥獣等減量化処理施設を視察されました。 

議会広報編集特別委員会は、第６回目を８月６日に開催し、議会広報 73 号の編集

作業が行われ、８月 28 日付で各家庭に配布しております。第７回目は９月８日に開

催し、議会広報 74 号の編集に向けた協議が行われております。 

議会広報編集研修会は、８月 19 日に札幌市で開催され、広報編集特別委員会委員

及び事務局が出席し、読者に読まれる議会広報誌の企画と編集について講義を受けて

おります。 

議会全員協議会は８月 25 日に開催され、枝幸町立小中学校適正規模・適正配置基

本計画について、小学校は令和 10 年度より、中学校については令和 12 年度より、そ

れぞれ再編統合が行われる予定の説明を受けました。 

総務文教常任委員会は８月 27 日に開催し、枝幸町防災行政無線運用ガイドライン

の策定についてなど計３件の所管事務調査を行っております。産業厚生常任委員会は

８月 28 日に開催し、枝幸町子ども応援計画についてなど計２件の所管事務調査を行

っております。 

議会運営委員会は９月８日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協議

をしております。 

以上、簡単でありますが、議会事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 
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はい、村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は令和７年第３回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

本定例会につきましては、同意案件が１件、単行議案が４件、条例案件が６件、補

正予算に関する議案が７件、決算認定が９件、報告事項４件をご提案申し上げており

ますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。６月 26 日に開会されました令和７年

第２回定例会以降の諸行事につきましては、お手元の報告書をお見通し願うことでご

了承いただき、主な事項についてご報告いたします。 

はじめに、７月５日、６日の両日にわたり開催された第２回オホーツク枝幸うまい

もん祭りについてご報告します。 

今年は天候にも恵まれ、前夜祭、本祭で延べ２万 6,000 人が来場され、道内外をは

じめ町民の皆さんも枝幸の山海の幸を堪能する光景が広がりました。前夜祭は陸上自

衛隊第二音楽隊による演奏で開幕し、音楽愛好団体や一輪車スポーツ少年団によるス

テージのほか、最後には打ち上げ花火が千畳岩の夜空を彩りました。 

翌日の本祭では、交流市町村の PR や特産品の販売のほか、恒例となっている毛ガ

ニの早食い競走や歌謡ショーなども行われました。イベントの最後には、各団体や事

業者の皆さんにご協力いただいた枝幸の幸が当たる抽選会が行われ、参加された皆さ

んには大いに喜ばれました。 

今後も、実行委員会など関係機関と連携し、魅力あふれるイベントとなるよう取り

組んでまいります。 

また、祭りには、当町の友好都市福岡県うきは市から、昨年７月の就任以来、初め

ての来町となる権藤市長が参加され、同行された職員３名とともに、桃やぶどうなど

の特産品販売を通じた PR で盛り上げていただきました。短い期間の滞在でしたが、

視察や懇談を通じて、相互に今後の交流発展に向けた信頼関係を深めたところであり

ます。 

次に、今年度の物価高騰対策についてご報告します。主に国の交付金を活用した事

業となりますが、まず物価高騰重点支援給付金では、令和６年度に実施した定額減税

による調整給付金の額に不足が生じる場合などに、その不足額が給付されます。 

すでに、今月上旬に対象者や対象となる可能性のある方に案内を送付し、今月下旬

には１回目の支給を行う予定であります。また、同じく交付金を活用した子育て世帯

特別支援助成金では、18 歳以下のお子さんを養育する町民の方に対し、お子さん１

人あたり１万円の助成を行うため、こちらも該当世帯へお知らせを送付し、10 月下

旬には支給を行う予定であります。 

なお、今後も物価高騰の影響を把握しながら、引き続き必要な対応に留意してまい

ります。 

次に、８月８日に開催された第１回まちづくり計画審議会についてご報告します。

同審議会は、令和８年度からの次の 10 年を見据えた新たなまちづくり計画の審議を

行うために設置され、諮問に応じた内容を審議し、翌年度には答申される予定であり

ます。 
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第１回の会議では、早速、人口減少や担い手不足を背景とした持続可能なまちづく

りへの意見交換も行い、町内の主要団体から推薦があった委員各位の貴重な考えや現

状の課題などを聞かせていただきました。今後は、回収を終えたアンケート結果の分

析や細やかなヒアリングなどを通じ、幅広く意見をまとめたうえで、町民の皆さんが、

まちづくりの方向性を見つけ、自分たちの未来のために動き出せる計画の策定につな

げてまいります。 

次に、枝幸町と札幌学院大学との連携協定についてご報告します。北海道の地域社

会の維持と当町産業の成長に資することなどを目的として、同大学との包括連携協定

を締結しました。新札幌のキャンパスで執り行われた協定締結式には、大学の菅原学

長、渡邊副学長ほか４名と、当町から私ども３名が出席し、協定書を取り交わしまし

た。 

当町では、本年２月に千葉県の麗澤大学と協定を締結していますが、これまで枝幸

高等学校からも多くの学生が進学する札幌学院大学との連携にも期待を寄せていると

ころであります。今後は協定に基づき、北海道、そして枝幸町の次世代を担う人材育

成に取り組んでまいります。 

次に、令和７年度の普通交付税についてご報告します。政府は７月 29 日に本年度

の普通交付税額を決定し、枝幸町の普通交付税決定額は 50 億 8,731 万 9,000 円であ

り、昨年度と比較しますと３億 4,152 万 1,000 円、7.2 パーセントの増額となって

おります。 

主な要因としては、普通交付税算定に用いる基準財政収入額の町民税所得割額が見

込みより１億 6,000 万円少なかったことと、町債の償還開始などに伴い、基準財政需

要額が１億 4,000 万円増額となったことによるものであります。 

予算計上額との比較では、２億 8,731 万 9,000 円を留保している状況であり、こ

の留保財源につきましては、財政調整基金の繰入金の減額などに充当することとして、

本定例会に補正予算をご提案しております。 

次に、農業の状況についてご報告します。 

牧草の状況については、一番草は好天に恵まれ、適期に収穫することができたこと

から、例年よりも品質が良い粗飼料を確保することができました。二番草については、

６月下旬から７月にかけて降水量が少ない日が続いたことにより、生育が遅れていた

中で、８月中旬から下旬にかけて続いた大雨により、収穫への影響が懸念されており

ます。 

生乳生産量は７月末現在１万 7,700 トン、前年と比較すると 99.3 パーセントとほ

ぼ前年並みであり、搾乳農家が減少する中、一定量が確保されていることは酪農家皆

さんのご努力によるもので、今後の取り組みにも期待するところであります。 

酪農家の減少が続く中、関係機関が協力しながら３年ぶりとなる就農者誘致促進セ

ミナーが８月 22 日に開催されました。当町で新たに就農したいという意欲のある方

に対し、すでに新規就農者としてご活躍されている方々の事例紹介など、次代の酪農

家の確保に向けた取組が行われました。 

次に、森づくりの取組についてご報告します。地域の森林・林業への理解の促進を

図ることを目的として、10 月 11 日に枝幸町緑化推進委員会の主催による町民植樹祭

が問牧地区魚つきの森で開催される予定となっております。多くの町民の皆さんに魚

つきの森の意義を知っていただき、これまで以上に活発な森林を守り育てる取組が行
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われるものと期待しております。 

次に、ヒグマの出没状況についてご報告します。４月以降、８月 31 日までに町内

におきまして 76 件の出没情報があり、猟友会、枝幸警察署など関係機関と周辺巡回

を行うほか、出没看板の設置、音声告知端末放送及びスマートフォンアプリによる周

知等により注意喚起を行っております。 

全国的に市街地での出没が増加する中、鳥獣保護管理法の改正に伴い緊急銃猟制度

が創設され、本年９月１日から市町村長の判断により、人の日常生活圏において銃猟

が可能となりました。当町におきましても、安全を確保し、円滑に実施できるよう体

制の整備を進めるとともに、今後も不意の遭遇による人身被害発生を防止するため、

関係機関と連携し、出没抑制対策、捕獲等の迅速な対応に努めてまいります。 

次に、８月 20 日、26 日の大雨による被害状況と対応についてご報告します。先月

20 日、北海道内に前線を伴う低気圧が接近し、暖かく湿った空気の流入により、道

北地域を中心に激しい降雨が観測されました。当町においては、当日午後に最大１時

間降水量が 26.5 ミリを記録しました。 

幸いにも家屋等への直接的な被害は確認されませんでしたが、河川からの流木によ

り、問牧、岡島、乙忠部、音標漁港において、地元漁業者の皆さんのご協力のもと、

漂着流木の処理作業を実施しました。また、翌週の 26 日には、再び大雨の予報とな

ったため、問牧地区の落切川の流域確保のための土砂除去作業と、町職員、消防職員

による土嚢の袋詰め作業の実施などの事前対応に努めたところであります。 

なお、同日午後 11 時 46 分に発表された大雨警報に関しては、公共育成牧場内の管

理道路に軽微な被害がありましたが、その他大きな被害の報告は受けておりません。

今月から本格的な台風シーズンを迎えますので、今後も、気象状況に応じた迅速な対

応と町民皆さんの安全確保に向けた体制の強化を図ってまいります。 

次に、８月 27 日行方不明者の捜索についてご報告します。先月 26 日夕刻、三笠町

にお住まいの高齢女性が帰宅せず、行方不明となる事案が発生しました。翌 27 日朝、

枝幸警察署より、当町に対し、町民皆さんへの情報提供の周知とともに、三笠山パー

クゴルフ場での捜査活動に伴うヒグマ対策として、猟友会のハンターの出動などの協

力依頼がありました。 

これを受け、当町では防災行政無線及びスマートフォンアプリなどによる周知を行

い、また猟友会から４名のハンターが出動し、農林課職員もその対応にあたりました。

その後、捜索範囲の拡大に伴い町職員の派遣要請があり、同日午後から町職員 23 名、

消防職員 13 名が捜索活動に協力したところであります。そして、８月 30 日に枝幸港

でご遺体が発見され、警察の調べにより、行方不明となっていた女性であることが判

明いたしました。謹んでご冥福をお祈り申し上げますとともに、ご遺族の皆様に心よ

り哀悼の意を表します。 

最後に、地域防災マネージャー（防災監）の採用についてご報告します。 

昨年から自衛隊旭川地方協力本部道北地域援護センターを通じて、地域の防災能力

の向上のため、地域防災マネージャーの資格を有する幹部自衛官の採用活動を進めて

きたところであります。この度、当町への希望者として１名の応募があり、面談及び

面接を経て、現陸上自衛隊所属の松澤吉広２等陸佐を本年 11 月１日付で町の防災監

として採用することを決定しました。 

松澤氏は、東日本大震災を始めとする６度の災害派遣活動に従事し、現場対応、上
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級司令部などの指揮経験を有するなど、豊富な知識と実績を有しております。当町で

は、多様な災害リスクが存在する中、松澤氏の経験と専門性を生かし、地域防災・減

災のリーダーとして、町民の安全・安心の確保に向けた体制強化を図ってまいります。 

以上、申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

 場内、大変暑くなっておりますので、上着を脱いでの会議を許しますので、脱がれ

る方は上着を取って結構です。 

それでは、引き続き教育行政報告を行います。 

はい、小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、去る６月 26 日に開会されました第２回定例会以降の教育行政の中から、

主な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通

し願います。 

はじめに、７月 31 日に文部科学省から公表されました今年の全国学力・学習状況

調査結果についてであります。 

学力調査は、小学６年生の国語、算数、理科と中学３年生の国語、数学、理科を対

象に実施され、当町においては、小中学生ともに全教科の平均が全国・全道平均を下

回る結果でありました。 

その原因については、学習状況調査結果から、特に休日における家庭学習時間が全

国・全道平均と比較して非常に少なく、知識の定着に必要とされる復習の時間が不足

しているものと分析しております。 

これらの結果を基に、指導方法の改善や家庭学習の強化に向けた対策を協議するな

ど、現在、課題解決に向けた取組を進めているところであります。 

次に、枝幸町小中学校適正規模・適正配置基本計画案にかかる検討会についてであ

ります。各小中学校の保護者や地域住民、教職員を対象として５月から行った各地区

検討会が７月末で終了いたしました。 

全 25 回、延ベ 257 名の参加によりいただいた貴重なご意見・ご要望は、再検討の

うえ、見直した事項については基本計画に反映しております。 

今後は、教育委員会が中心となり、学校、保護者、地域住民で構成する準備委員会

を立ち上げ、具体的な事項について丁寧に議論を進めていきます。 

次に、７月 22 日、中央コミュニティセンターで、今年度、第１回枝幸町部活動検

討会議を開催し、当町の中学校部活動の地域展開は、令和９年度末までに休日・平日

を含めた地域クラブ等への完全移行を目指す方針を決定いたしました。 

今後は、各中学校を会場として説明会を開催する予定であります。 

最後に、今年で８年目となるオホーツクミュージアムえさしが行った目梨泊遺跡学

術発掘調査についてであります。 

本年度は、８月 18 日から 26 日までの９日間、福島大学考古学研究室と連携し、枝

幸高校総合文化研究部の協力を得て調査を実施しました。 

今回の調査には、北海道博物館や東京大学など道内外の研究者が多数参加し、当時

の人々が利用した様々な動物の骨が大量に見つかっております。 

調査期間中は、目梨泊小学校児童による体験発掘など教育普及事業も併せて実施し、
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子どもたちが地域の歴史を自らの手で掘り起こす貴重な体験をすることができました。 

以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 

通告は４名からの４問６項目であります。 

一問一答方式で行いますので、１項目ごとに質問してください。 

質問する議員は、登壇のうえ発言していただき、再質問以降も登壇のまま発言して

いただきます。 

理事者側の答弁は、１項目ごとに、最初の答弁は登壇の上発言していただき、再質

問に対する再答弁は自席にてお願いをいたします。２項目目以降も同様にお願いをい

たします。 

なお、再質問の回数制限は設けませんが、一人当たり持ち時間は、答弁時間を含め

１時間以内といたします。 

それでは、受理順番に従い発言を許します。 

８番遠山 修議員の質問を許します。 

５番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） 通告に従い質問いたします。 

通告に従いまして質問させていただきます。 

枝幸町の公共施設等における空調設備の現状と取組。 

今年の夏は近年にない猛暑が続きました。毎日のように 30 度前後の気温が続き、

夜間も寝苦しい日々が続き、熱中症になった町民の方も数多くいたようです。 

地球温暖化の影響なのか、道北地域でも夏の気温上昇傾向にあります。当町でも学

校施設の空調設備工事が始まります。 

他の公共施設における空調設備の現状と計画の有無についてお聞きします。 

１、枝幸町公共施設等における空調設備の現状と取組。 

当町は、公共施設等総合計画がありますが、施設の老朽化や機能の集約化、長寿命

化に向けた方針は示されていますが、今年のような気温上昇が災害級である中、空調

設備を含む施設の機能性や快適性についての詳細が限定的です。 

特に各町内会や自治会ごとに設置されているコミセンは、災害時の避難場所や各種

諸行事に利用されていますが、空調設備が未整備のように見受けられます。 

７月に発生したカムチャツカ半島地震による津波注意報や、これからの台風シーズ

ンや大雨災害発生時に避難を余儀されなく、避難を余儀なくされた場合、今年のよう

な猛暑の際には、避難場所においては空調設備の設置は必須であると思います。 

高齢者や子育て世代が集まるコミセンに、仮設的なスポットクーラーや移動式エア

コンなどを優先的に整備する計画はお持ちでしょうか。また、当町の施設ごとの暑さ

対策の現状とクーリングセンターの設置など今後の計画や具体的な取組について、町

長に伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 
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（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

今年の夏は、道北各地で観測史上最高の気温が記録されるなど、極めて厳しい暑さ

となりました。 

当町は、例年であればオホーツク海高気圧の影響により冷涼な気候でありますが、

気象庁の発表によりますと、本年６月から８月の平均気温 20.6 度と平年を 4.6 度上

回る状況となっております。 

この度の酷暑については、統計上、非常に稀な現象であるとの見解も示されており

ますが、地球温暖化の影響による異常気象については、今後も注視していかなければ

なりません。 

ご質問の公共施設における空調冷房設備の現状についてでありますが、現時点では、

全ての施設に十分な冷房設備が整っているわけではございません。 

今後の取組としましては、各公共施設の所管課において策定中の新たなまちづくり

計画に位置付けを行う中で、熱中症リスクの高い方が利用する施設などを優先的に、

優先的対応を含め、既存施設への空調設備導入や改善の必要について検討を進めてま

いります。 

また、次年度以降に改修又は建設を予定している特別養護老人ホーム歌翠園や障害

者福祉施設については、利用者の安全と快適性を確保するため、空調設備を含めた整

備を計画しております。 

なお、７月 30 日に発生したカムチャツカ半島付近の地震に伴う津波対応では、道

内の避難所において熱中症対策が課題となった事例が報告されています。 

このことを踏まえ、当町でも災害時の避難所としての指定、避難所として指定して

いる各地区コミュニティセンターや公共スペースの環境改善を検討し、必要に応じて

冷房設備の導入や臨時的な冷却手段の確保を進めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 次年度以降、前向きな発言をいただきましたので、付け加え

て質問をさせていただきますが、枝幸町の場合は、例えば保育所であるだとか、集会

所であるだとか、もちろん図書館、この役場本庁舎もそうだと思うんですが、やっぱ

り、あのクーリングセンターというか、そういう町民が涼めるような場所っていうも

のの存在が大事かなと思うんですよね。 

それで、後、指定管理に出されている例えば保健センターであるだとか、そういう

ところで、例えば高齢者が集う場所、そういうところも考えていかなければならない

問題ではないかなと思うんです。 

優先順位という話をしてしまえばあれかもしれませんが、やっぱり高齢者だとか、

子育て世代が集まるところを優先的に整備していっていただきたい。 

恒久的なそういうエアコン等の設置になると設備的にかなり時間も費用もかかると

思うんですが、例えばスポットクーラーであるだとか、仮設的なエアコンであるだと

かっていうものについては、そんなに時間もかからないですし、経費的にも抑えられ

た価格なのかなと判断します。 

そんな中で、例えば災害時の、そのなんて言うんですかね、そういうものが一時的
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にどこかに持ち出して、どこかに設置するだとかっていうことも可能かなと思うんで

すけども。 

その辺も含めて、もし、お考えがございましたら、ご答弁お願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

まず一つ、優先度に、施設の改修の優先度につきましてですが、ご質問のあるとお

り、熱中症リスクのある高齢者や子ども、その辺を中心にですね、今後、まちづくり

の中で改修計画が進められていくのと考えております。 

今回、この避暑施設として、いわゆるクーリングセンター的なものですが、これに

ついてはですね、臨時的な対応、この避暑施設としてですね、どういうものが、どう

いう施設が適切なのかも含めてですね、今後、まちづくり計画の中で検討されていく

ものと考えております。 

また、三つ目に災害時の避難所対応ですが、これについては議員おっしゃるとおり、

ポータブルエアコンや冷風機、扇風機などの対応を考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） はい、遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あと、付け加えますと、例えば、歌登、失礼、枝幸国保病院

の中についても、エアコンのついてる場所、ついてない場所があるみたいなんです。 

 やっぱり、入院されてる方が過ごしやすい気温というか、窓を開けても今年のよう

な熱風のような風が入ってくると過ごしづらい。逆に、入院しながら熱中症になって

しまうっていうケースも出てくるのかなと思うんですけども。 

なかなか、国保病院も、結構、改修工事、今まで何回もやってるんですけども、そ

ういうものも含めて、計画の中でどういうふうに考えていくのか、お考えがあればお

願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

確かにですね、あの国保病院、それからですね、こども園をはじめとする子育て施

設についてもですね、保育室、保育室等の冷房は完備しておりますが、施設全体って

いうのは冷房設備が整っているというわけではございません。 

これについてはですね、先ほどと同じように申し上げますが、優先度の高い施設か

らですね、次のまちづくり計画で計画されてくるものと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 来年の話をすると笑われてしまうのかもしれないですけど、

来年がどういうような気候になるかっていうのは、あの分からない問題なんですけど

も、この状況っていうのはしばらく続くのかなと私は個人的に判断するんですね。 

皆さんも、各家庭にエアコン等々設置はされてるんだと思うんですけども。 

やはり、特に、私、あの歌登地区なもんですから、枝幸地区に比べるとかなり気温

が高いという場所に住んでいるわけですから。 

昔、枝幸は、本当に山背の風が吹くと夏はストーブ焚かなきゃいけないぐらいの涼

しさだったのが、今、この数年はそうじゃないっていうこの現状というか、そういう

のを見据えてですね、もう一度再度確認するんですけども。 
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なかなか、まちづくり等の計画にということでお話しされてますけども、なかなか

時間がかかるもの、かからないものってあると思うんですが、本当に時間をかけずに

できるものは、本当に次年度に向けてそういう計画を考えていただけるのか、再度確

認したいと思います。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

次期のまちづくり計画となりますと、来年度、来年度のまちづくり実施計画のこと

も対象となります。 

この中でですね、やはり先ほど言われましたクーリングセンター、いわゆる一時避

難所としての避暑施設として、一時避難所として部屋の開放的なもの、それから災害

時の避難所施設についての臨時的な対応については、これについては、議員おっしゃ

るとおり、次年度以降考えていくべきものと考えております。 

以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） はい、遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あと暑さ対策の一つになるのかどうかわからないですけども、

例えば、この遮光カーテンであるだとか、いろんな取組っていうかそういうものはあ

ると思うんです。ただし、一時的なもので、やっぱり、それで暑さを緩和するという

話にはなってこないのかなっていう。 

ですから、やっぱり本当に、この枝幸にいながらにして熱中症っていう言葉が出る

時代になったのだということを再確認していただいて、やっぱり住みやすいまちづく

り等々を考えていくうえで、そういうことも考えなければいけないんだという、今、

時期に達しているのではないのかなと思うんです。 

なかなか、財政的にも厳しい中、そういう話をするのはあれかもしれないですけど

も、やっぱり必要なところに必要なものを、必要なお金をかけるというのは、やっぱ

り最大限必要なことではないのかなと判断するんですけども。 

その辺、もし何かあれば、最後にご答弁をお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

まちづくり計画、次年度以降のまちづくり計画の考え方の中で、一つ目には、あの、

既存施設の恒常的な対応、いわゆる冷房や空調設備の改善とか、あの、改修とかです

ね、そういうものを。 

二つ目に、先ほど言われました臨時的な対応としての住民開放できる避暑施設。 

三つ目に、災害時の避難所対応として、ポータブルエアコンやら扇風機等の設置。 

この辺の三つについてはですね、優先度高く、今後検討してまいりたいと思ってお

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○８番（遠山 修君） 以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） はい、以上をもちまして、遠山議員の一般質問を終わります。 

続きまして、５番野口洋郎議員の１項目目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従いまして質問いたします。 
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当町における帯状疱疹ワクチン助成制度について、町長に伺います。 

昨年３月議会において、私は、帯状疱疹の予防接種費用の助成について一般質問し

ています。町長の答弁は、国も定期接種することについて検討を進めており、当町に

おいても接種費用の助成について検討していきたいというものでした。 

今年度に入り、厚生労働省が 2025 年度から、65 歳の方などへの帯状疱疹ワクチン

の予防接種は、予防接種法に基づく定期接種の対象になりましたと発表をし、それに

対応して、今年６月 13 日開催の常任委員会において当町の施策が示されたものと認

識します。 

そこで、この助成制度についてお伺いします。 

まず１項目目です。接種可能な方の年齢制限についてお聞きします。 

保健福祉課の説明によりますと、対象者は今年度 65 歳を迎える方、60 歳以上 64

歳未満の方でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害があり日常生活がほぼ不可能

な方とし、経過措置として、令和７年度から令和 11 年度までの５年間は各年度ごと

に 70 歳から５年間隔の年齢の方を対象とし、今年度のみ 100 歳以上は全員としてい

ます。 

これですと、例えば今年度 66 歳を迎える方は 70 歳になるまで助成を受けることが

できないということになります。厚生労働省も同じように対象者を示していますが、

非常に不公平感のある施策です。町長はどのようにお考えですか。 

担当課の説明によれば、65 歳以上の町民は 2,000 人以上おり、全員を対象にする

と大変な混乱が起こるということで、今年度は前述の対象者 550 名ということになっ

ています。しかし、予約制をとるわけですから、やり方次第では年齢制限を設けずに

できるのではないかと考えます。 

そこで、今年度はすでに周知が始まっていますので、今までの実績を示してくださ

い。そのうえで、どうしても年齢制限が必要なのかどうかの認識を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

帯状疱疹予防接種は、令和７年４月から、65 歳を迎える方と、60 歳以上 65 歳未

満で HIV による免疫機能の障害があり通常の日常生活を送れない方を対象に、定期予

防接種Ｂ類に位置付けられました。 

65 歳を過ぎている方は、本来ですと定期接種の対象とはなりませんが、令和 11 年

度まで５年かけて一度は定期接種の対象となるよう経過措置が設けられたことは、対

象を拡大した措置となっております。 

当町においても、これを受けて定期接種対象者に独自助成を設け、９月８日現在、

国保病院で 28 名の方が接種しており、うち８名の方が接種を完了しております。そ

の他２名の方が町外の医療機関で接種されております。 

定期接種の場合は、健康被害が生じた際には国の救済制度を申請することができま

すが、任意接種に関してはこの制度を申請することはできません。また、町内では接

種できる医療機関が国保病院のみで、医師や看護師などの体制を考えても定期接種対

象者以上に接種の枠を確保することは困難と考えております。 
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これらのことから、当町では、定期接種対象者をまずは優先と考え、助成の対象と

しております。引き続き、制度を活用した接種につながるよう周知を行ってまいりま

す。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、野口議員。 

○５番（野口洋郎君） まず、お伺いしたいのが、この定期接種についてですけども。 

65 歳、それと 70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、100 歳、100 歳以上が定期接種

の対象ですよね。それ以外の人は、任意に受けても、これ定期接種の対象とならない

ということになるのか。 

ということは、今、町長がおっしゃったように、保障の問題ですよね。保障という

か、その問題、それの対象にならないということになるのかをちょっとお答えいただ

きたいんですが。 

○議長（小原 仁君） はい、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの野口議員の質問にお答えいたします。 

国で設定している定期接種の対象者、野口議員のおっしゃるとおりで、その方以外

は、国の、何かが起きた時に国の制度を使うことができないというふうになっており

ます。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 国、厚生労働省が出しているこの説明にもそうやって書いて

ありますけども、これ以外を定期接種の対象にするっていうことは、自治体単位では

できないのですか。 

そこをちょっと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい、国の方で決まっている制度以外に定期接種

というふうに対象とすることはできなくなっております。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。そうすると、何か問題が起きたときは、定期

接種の対象者でない方はフォローできないっていうことになっちゃう、そういうこと

になるんですよね。 

非常にあの不公平感があるなっていうふうに質問にも書きましたけど、不公平感が

あるものだけれども、それはどうにもやりようがないっていう、自治体というか町と

しては、もう国でやって決まったものだから、町としてどうこうできることではない

と、そういうふうなことですか。 

再度質問ですけど。 

○議長（小原 仁君） はい、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの質問にお答えいたします。 

任意接種という形で接種した場合には、国の制度ではなくて、別な医薬品副作用被

害救済制度というのがございまして、そちらの対象となる場合はあるかと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 
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要するに、国でこういうふうに決めているのだから、町としてもそれに従うしかな

いのだというようなことなんだとは思うんですけども。 

この助成の問題ですけども、助成自体は、例えば国でこういうふうに年齢制限を決

めました、５歳間隔で決めましたけど、助成を町としてこの間隔に沿わないで、全員、

65 歳から全員にするということは可能なのか、不可能なのか、可能などうかだけを

教えてください。 

○議長（小原 仁君） はい、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの質問にお答えします。 

任意接種の対象の幅を広げて、対象を、助成制度の対象を広げるということは可能

だとは思います。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

先ほど町長の答弁で、今までに 28 名の方が予防接種を受けているということです

よね。要するに、これは４月からのスタートになっているはずですから、４、５、６、

７、８、５ヶ月で 28 名。 

最初の方は、周知がまだ行き届いてなかったので少ないとは思います。ただ、周知

される、されたのがこの６月の広報ですね、これで周知されまして、皆さんの知ると

ころになったのかと思います。 

そうすると、６月の頭に来てますから、６、７、８の３ヶ月間が周知期間で、EOS

の方でも周知しているっていうことがありましたので、３ヶ月間の周知で 28 名の方

が予防接種を受けられているということになると思います。 

これをですね、年齢制限をしているから、この 28 名になったのかなとは思うんで

すけども。これ年齢制限を外すともっと莫大な数字になるのかなっていう、その辺の

認識をちょっとお伺いしたいんですけども。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの質問にお答えします。 

定期接種の対象者は今 550 名程度、そして任意接種の対象者は 2,500 弱というふ

うに考えておりますので、あの確かに、あの周知の期間と接種の人数は、あの実際に

やってみないとわからないところはあるんですけれども、もしこれを全対象者、全

65 歳以上の高齢者という形にすると、やはり受けたい方が殺到したという可能性は

あると思っております。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

僕としては、あの対象年齢制限を外してね、誰でも受けるようにしていただきたい

なというふうに、あの助成を受けれるようにしていただきたいなというふうに思うん

ですね。 

住民の方が不安に思うのは、やはりあの後段の質問にもありますけれども、金額の

ことになると思うので、助成を受けられないとなると、予防接種を控えてしまうって

いう、そのことが、かえって医療費の上昇を招くというようなことを非常に心配する

わけです。 

その辺のことで、要するに、その受けたいなと思っても、５年間助成が受けられな

いということに対してね、何か担保するものがあるのか、そういったことを何か考え
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ているのか、その辺、何か情報がありましたら教えていただきたいんです。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの質問にお答えいたします。 

まず、この定期化の年齢を決めた時に、厚生労働省の方で、実際にかかる方が 70

歳代の方が多いということと、70 歳以上の方でかかると、後々の、後々に残る神経

痛症状が多いということなどを考慮したことと、あと、このワクチン自体が、だいた

い 10 年ぐらいもつと言われているんですけど、それらの全てを加味して、一応 65 歳

っていうのを定期接種の対象にあの大枠を決めているという仮定がございます。 

それをまず定期接種の方に受けていただいて、70 代、80 代のその発症を予防しよ

うということで始まっているところなので、まずは、あの定期の方たち、今回は 65

歳とか 70 歳とか、高齢者の方も５歳刻みで受けれるようになっているところなので、

ここをまず受けていただくっていうことが最優先かなというふうに考えております。 

医療費の方については、実際にかかる感染者の数というのは、また、あの、そこの

パーセンテージっていうのもそれほど多くはないというふうに伺っていますので、実

際には早く受診していただくことを、あの、きちっと周知していきたいなというふう

に考えております。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

 要するに、65 歳の年齢の時にワクチンを、予防接種を受けてもらうという、ここ

が一番大事かなというふうに思いますのでね。 

あの、今回、いや６月の広報、それと EOS でやってますけど、これだけでは足りな

いと思うんですね、あの周知の方法が。 

なるべく、先日お話を伺った時にも、全員の方に受けてもらいたいんだっていう、

そういうようなお話をされていましたので、65 歳の方全員にこの周知が届くような

工夫をされていただきたいというふうに思います。 

その辺で何かあれば、ちょっと。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい、ただいまの質問にお答えいたします。 

ホームページや EOS、広報、それから各病院とかいろいろな施設にポスターとかの

掲示をしていただいたり、社会福祉協議会とか施設を通じての周知なども行っていた

だいておりますが、まだまだ周知は足りないと思っておりますので、今後、検討して

行っていきたいと思います。 

以上です。 

○５番（野口洋郎君） 以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、野口議員の１項目目の質問を終わります。 

それでは、あの、１時間以上経ちましたので、２項目目以降は、あの、休憩の後に

お願いいたします。 

11 時 15 分まで休憩といたします。 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１５分 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 
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それでは、野口議員の２項目目の質問を許します。 

はい、野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、それでは、２項目目、助成金額についてお伺いします。 

当町の助成制度では、組み換えワクチンの場合、１回１万 1,620 円の助成で、自己

負担１万円で予防接種が受けられます。 

２回の接種が必要ですので、一人２万円、夫婦二人で接種した場合は４万円の自己

負担となります。 

全額を助成している自治体も多少ですが見られますので、この自己負担額をもう少

し下げられないでしょうか。 

インフルエンザの予防接種は自己負担が 2,000 円です。この程度の負担であれば接

種しやすいと思いますが、２万円となると二の足を踏む人が出てくるのではないでし

ょうか。 

帯状疱疹罹患後の医療費負担を考えれば、予防接種で罹患を防ぐことが重要である

と考えます。 

担当課としては、できれば全員に接種してもらいたいということですが、金額の問

題で接種できないという人も出てくるのではないかと懸念します。 

町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

帯状疱疹予防接種は、個人の発症、重症化予防を主な目的としたＢ類疾病に位置付

けられており、努力義務も課せられておりません。そのため、集団の感染を防ぐＡ類

疾病とは違い、接種の意思は個人に委ねられております。 

また、現在、国保病院で接種が行える組み換えワクチンは、毎年接種しなければな

らないインフルエンザワクチンに比べると確かに高額ではありますが、接種すると５

年後で９割、10 年後でも７割程度の効果が持続するとされ、追加接種の必要性は今

のところ示されておらず、生涯に一度の接種ということになります。 

５年間の経過措置期間及びその後の定期接種も含め、接種を希望される町民の皆さ

んに持続的に公平に助成できる額として、生活保護受給者は無料、それ以外の方は自

己負担が１万円となるよう助成金額を設定させていただきました。 

なお、ワクチンによる予防だけでなく、早期発見、早期治療も大切ですので、併せ

て町民の皆さんへの周知に努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい。まず、ちょっとお聞きしたいのが、枝幸の国保病院で

は、組み替えワクチンの予防接種はできるが、生ワクチンはできないっていうことな

んですよね。 

組み替えワクチンは高いんですけど、生ワクチンは若干安いんですよね。 

それで、生ワクチンがなぜ国保病院でできないのかをちょっと教えていただきたい

んですけど。 
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○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい、ただいまの野口議員の質問にお答えいたし

ます。 

国保病院の方では、病院の方でワクチンの選定はできることに、どこの病院もなっ

ているんですけれども、生ワクチンを選定しなかった理由としまして、私が聞いてい

るところでは、これまで任意接種で何回かこのワクチンをいろんな方にやってきたよ

うなんですけれども、やはり効果の持続が翌年でもほとんどなかったっていう実績が

あったというふうにお聞きしております。 

それで、あの生ワクチンはできれば、国保病院の方では扱いたくないというふうに

お伺いしております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

やっぱり効果の関係で、生ワクチンよりは組み換えワクチンの方がいいんだと、そ

ういうことなんだというふうに思います。 

それでですね、この効果が長い、先ほども５年、10 年というような効果があるの

で、自己負担１万円、２回で２万円は仕方ないのかなっていうふうに思うところもあ

るんですが、やはり、あの 65 歳でね、この２万円のワクチン代を払う、２万円払っ

て予防接種をするということをためらってしまう。 

要するに、予防接種ですから、まだ罹患してないうちに打たなければならないんで

すよね。 

だから、これどうなのか、できれば、5,000 円とかそれぐらいの金額になれば予防

接種を受けやすくなるんだろうっていうふうに思うんですけども。 

町長の答弁では、それも難しいのかなっていうふうに思うんですが、先ほどの答弁

で、まだ 28 人の方しか予防接種を受けていないということで、この保健福祉課の試

算でも 550 名のうちの２割程度が受けるだろうという、そういう試算をしていますよ

ね。ここ２割にいくのかなという、そんな思いもあるんですが、これをもう少し金額

を抑えることで、この受ける方を増やすという、そういう考えはないのでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの野口議員の質問にお答えさせていただ

きます。 

現在のところ、定期接種化されて接種自体が始まったばかりですので、まだ接種者

数とその実際にかかる金額というところの、実際のところがわからない部分もありま

すので、今後の検討になってくるかなと思います。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

前向きな答弁をありがとうございます。今後検討していただきたいと思います。 

ちょっともう一つ気になるのが、養護施設、枝幸苑、歌翠園に入所されている方が

ですねこれを受けたいといったときは、どういうような対応になるのか、それをちょ

っと教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい。ただいまの質問にお答えいたします。 
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国保病院の方と相談して、周知の方は、施設を通して周知していただくということ

でやっております。 

実際の予約のことに関しましても、国保病院の方で調整できるようにしていただい

ているので、実際に申し込みがあったら病院の方で調整して、２回接種にお伺いする

のか、実際に診察の時にするのかというところは、病院の方で調整していただくこと

になっております。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。よろしくお願いします。 

それで、先ほどの質問でも言いましたけども、周知ですね、これは徹底していただ

きたい。 

それと、帯状疱疹になるとこんなに大変なんだっていうことと、それと帯状疱疹後

情報信号神経痛ですか、これも非常に大変なんだっていう部分も町民の方に十分周知

していただいて、なるべく予防接種を受けていただけるような体制を作っていただけ

たい、いただきたいと思います。 

そこについて、一言だけお願いします。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） 野口議員の質問にお答えいたします。 

今後、しっかり周知の方、努めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

以上です。 

○５番（野口洋郎君） 以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

続きまして、２番渡辺明徳議員の１項目目質問を許します。 

はい、２番渡辺議員。 

（２番渡辺明徳君 登壇） 

○２番（渡辺明徳君） ２番は渡辺です。 

通告に従い質問します。防災対応について。 

令和７年７月 30 日にカムチャツカ半島付近でマグニチュード 8.8 の地震が発生し、

その影響で北海道から和歌山県にかけての太平洋沿岸に津波警報が発令されました。 

枝幸町の沿岸においても津波注意報が発令され、同日午前 11 時 22 分に枝幸港の観

測局において 30 センチの津波到達が観測されました。 

また、８月中旬から下旬にかけて、宗谷管内の各市町村において大雨警報、洪水警

報のほか、土砂災害警戒情報などが発せられ、その影響により、豊富町などでは牧草

地が浸水するなど、災害が身近なところで発生しており、改めて防災認識を高めなけ

ればならないと痛感します。 

枝幸町においても、津波ハザードマップの作成や地域防災計画の改訂、デジタル防

災行政無線の整備、避難所用備蓄品の購入など、これらの災害に対する危機管理体制

が構築されているものと思われますが、次の２点について伺います。 

第１項目目について伺います。防災訓練の早期実施について。 

同僚議員が昨年 12 月の定例会で同様の質問をされていますが、答弁では、昨年の

６月に歌登本幌別自治会で、歌登支所や枝幸消防署の協力のもと、防災訓練を実施し

たとのことでありました。 

また、令和７年度においては、避難所の開設訓練を自治会などの協力をいただきな
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がら進めていきたいと答弁されていました。 

しかしながら、枝幸地区においては、長年にわたり防災、防災訓練が実施されてい

ないように感じられます。 

防災訓練を通じて、地域の方々に防災の認識を身につけられることで防災意識の高

揚につながると思いますが、町全体又は地区限定も含め、防災訓練の早期実施につい

て伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 渡辺議員のご質問にお答えします。 

７月 30 日に発生したカムチャツカ半島付近の地震に伴う津波対応につきましては、

午前９時 40 分に気象庁より津波予報から津波注意報へ切り替えられました。 

当町では、稚内地方気象台へ連絡を取り、津波の影響及び対応について情報交換を

実施した結果、住民生活に直接的な被害は想定されないとの見解を得たことから、災

害初動マニュアルに基づき非常配備体制を敷き、情報収集と関係機関への連絡に努め

たところであります。幸いにも津波による被害の報告はありませんでした。 

本年度の防災対応としては、防災備蓄計画の見直しを行うとともに、発電機などの

資機材の点検、津波ハザードマップの配布やデジタル防災行政無線の運用周知を進め

ております。 

ご質問にありましたとおり、災害への備えとして防災訓練の実施は重要であり、町

民の安全・安心を守るためには、継続的な訓練の実施が求められていると認識してお

ります。 

本年３月には、自治会・町内会の総会等の機会を活用し、自主防災組織の設置促進

や防災訓練の必要性について周知を図り、共同実施の呼びかけを行ったところ、５月

30 日に本幌別自治会で訓練が実施され、14 名が参加しております。 

また、10 月には、職員による避難所開設にかかる初動訓練を予定しております。 

11 月には、自衛隊で豊富な実務経験を有する防災監が着任する予定であります。 

次年度以降につきましては、災害時の初動対応や避難所運営の課題、要配慮者支援

の体制などについて、地域の皆様と意見交換を重ねながら、自治会・町内会との連携

を強化し、地域の実情に即した訓練内容をともに検討していきたいと考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 町長の今の答弁において、具体的に、いつ、どのようにとい

う具体的なものがなかったんですが、これは、自治会・町内会総会に、会議において

も、町としてはやってみたいんだという具体的なものを出してですね、協力をいただ

く。それにおいて、その中において、枝幸消防署又は自衛隊、警察の協力を得て訓練

の実施をしたいんだという旨を、その会議などで発することはいかがなものでしょう

か。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

ちょっと、今、手持ちの資料にないんですが、平成 26 年かそれぐらいの時にです
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ね行ったと記憶しておりますが、ちょっと確かではないので、後ほどお答え、お答え

させていただきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） これは、私、あえて、もうやっぱり実施してほしいという旨

話ししておりますが、この、やはり実施が町民に、又は役場職員、若い人たちの素晴

らしい良い経験になると思うんですね。 

それが、後々何かの時に役に立つ、町民のためにいろんな力を発揮できるというこ

とになっていくんじゃないかと思います。 

そういう面でも、やはり、是非この訓練というものをですね、やはり早急に、やは

り検討又は実施の方向に持っていっていただきたいと思いますが。 

総務課長、もう一度ちょっとお聞きしたいのですが。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 自治会・町内会との訓練につきましては、先ほど答弁に

もありましたとおり、今年の 11 月に防災監が来られますので、このことからですね、

今までやってない分、あの自治会・町内会との協議、防災訓練の必要性だとか、個人

で用意するもの、そういうものを含めてですね、訓練につなげていきたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 11 月１日で当町に採用ということで、私も、その防災監の

方とお会いしながらも、勉強させていただきながら、少しでもお役に立てるよう、町

内会だとかいろんなところに働きかけていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、以上をもちまして、渡辺議員の１項目目の質問を終わ

ります。 

引き続き、渡辺議員の２項目目の質問を許します。 

渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） ２項目目、避難所用備品、失礼、避難所用備蓄品について。 

当町では、非常食や段ボールベッド、毛布など様々な備蓄品を備えられていると思

いますが、医薬品は備えられていますか。医薬品を備えていない場合、避難所におい

て怪我をされた方や病気の方への対応はどのようにされるのか、枝幸町国保病院との

連携の有無を含めて伺います。 

また、防災訓練を実施された地域の方々の意見として、段ボールベッドが硬くて使

用しづらいということでしたが、当町としてどのように対応されるのか伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 渡辺議員のご質問にお答えします。 

先ほどのご質問の答弁でも申し上げましたとおり、前年度に備蓄品の総点検を実施

し、本年度は防災備蓄計画の見直しを行っております。 

ご質問の医薬品につきましては、現在、けがなどの応急処置用の救急セットと感染
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症対応としてのマスクや消毒液などを備蓄しています。一方で、一般家庭向けの常備

薬については、適正な処方や消費期限、管理方法の観点から、町での備蓄が難しいと

判断しております。 

なお、持病等の医薬品や常備薬、おくすり手帳などは非常用持ち出し袋に入れて避

難していただくことが重要であります。避難所において薬をお持ちになられなかった

方や、けが、病気になられた方につきましては、国保病院にて医師の診断により対応

する体制となっております。 

次に、ダンボールベッドの組み立て体験において、議員ご指摘のとおり、硬さや使

用感に課題があることは認識しております。現状においては、敷布団の代わりとして

備蓄用毛布を使用している状況であります。また、妊産婦、障害者、高齢者などの配

慮が必要な方々、避難生活の長期化が見込まれる場合など、避難所の運営について特

別な配慮が必要な場合につきましては、避難所の移動の工夫や個別の状況に応じた対

応を行っていく考えであります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 今、町長の答弁において、お年寄り、妊産婦のことを本当に

考えていただいて、これはもう感謝しかないと思います。今後とも、これをぜひ町民

に周知もできればいいなと思っております。 

また、この特に考えられるのが、女性に対しての、やはり、何て言うんでしょうか。

例えば、あの生理用品とか、そういうのも備蓄されておられますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 渡辺議員のご質問にお答えします。 

本年度、備蓄品計画の方を見直しを図っております。 

昨年ですか、小林議員から同様な質問がありまして、それで今年度ですね、生理用

品、あと乳幼児のミルクの関係を購入する予定となっております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） ぜひ、今の子どもさん、またその女性に対する優しいいたわ

りというものをよくよく頭に置いて、早急に対応していただきたいと思います。 

また、この災害、いろんな面でわからないところがたくさんあると思います。 

私もこういう質問出しておりますが、自分自身も分からない点もたくさんあります

ので、勉強もしなければならないと思っておりますが、どうでしょうか、町としても

女性職員もたくさんおられます。その中で、女性のチーム編成というものは考えられ

ないでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

避難所の設置に関してはですね、可能な限りですね、男性、女性を含めてですね、

職員に対応に当たらせていただきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） ぜひ、これは、その場になってから、何人何人という割り振
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りじゃなくてですね、今からそういう女性チームってものを編成作って、やはり、こ

の防災監、せっかく採用されるわけですから、その人たちとどういうような役割にな

るのか検討することもできるんじゃないか。 

 万が一の時は、すごい活躍していただけるんじゃないかと思います。ぜひ、そうい

うところを踏まえて、この防災計画、その防災訓練の早期実施というものを一つ検討

していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁よろしいですか。 

○２番（渡辺明徳君） はい、お願いします。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 先ほどの第１問目の質問のですね、枝幸地区での最後の

防災訓練はいつかってことで、私、先ほど 26 年というふうにお答えいたしましたが、

27 年の誤りでございました。 

最後は 27 年で、岬町町内会の方と町の方で一緒に防災訓練を行っております。 

以上、答弁とさせていただきます。失礼しました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。 

○２番（渡辺明徳君） 以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） はい、これをもちまして、渡辺議員の一般質問を終わります。 

続きまして、６番小林正浩議員の質問を許します。 

はい、６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

通告に従いまして質問させていただきます。違法薬物やオーバードーズへの対策。 

覚せい剤や大麻などの薬物乱用が若者を中心に増えています。また、大学の体育会

部員による大麻使用が毎年報道されています。 

警視庁の、これ警視庁って間違えてますね。警察庁の発表によると、大麻の検挙者

数が 10 年前と比べると約 2,000 人から約 6,000 人と３倍となっています。特に夏休

み明けに薬物乱用が増加すると言われています。 

厚生労働省では、大麻を使用することによる学習能力低下、運動失調、精神障害、

薬物依存症などを挙げ、注意を呼び掛けています。 

一方で、風邪薬や解熱剤を一度に大量に飲むオーバードーズをする若者も増えてい

ます。市販薬の乱用経験のある中学生は 55 人に１人、高校生は 60 人に１人とするデ

ータもあります。 

以上のことを踏まえ、質問いたします。 

オーバードーズは、一時的に気持ちが紛れたり高揚することがあっても、心身の健

康被害や依存症などを引き起こす危険な行為で、命を落とすケースもあります。 

急がれるのは、正しい知識の普及です。 

文部科学省では、全ての中学校・高校で年１回薬物乱用防止教室の開催を求めてい

ます。 

私たち大人は、常に薬物乱用はいけないと言い続けなければいけません。 

薬物乱用防止に関する枝幸町の現在の取り組みと今後の対策について、教育長の所

見を伺います。 
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○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 小林議員のご質問にお答えします。 

町内の小中学校と高校では、保健の授業において、薬物乱用の危険性とオーバード

ーズが引き起こす健康被害、依存の恐ろしさ、早期相談の重要性を伝えております。

加えて、枝幸警察署の協力による薬物乱用防止教室を中学校と高校、一部の小学校で

開催するなど、より効果的な啓発活動も行っています。 

これらの活動の中で、薬物に依存する原因について、児童生徒が自ら考え話し合う

ことにより、適切に対処できる方法を身につけていけるよう指導しております。 

また、市販薬のオーバードーズについては、医師の処方箋が必要なく、大麻などと

違い、違法ではないという点がハードルを下げていることや、孤立感、生きづらさな

ど、児童生徒が抱える不安や悩みが背景にあると思われます。 

このため、児童生徒が悩んだ際に薬物に依存するのではなく、周りに助けを求めら

れるような支援体制の整備、周知が必要であると考えています。具体的には、担任、

養護教諭、スクールカウンセラーを中心として支援にあたりますが、教育委員会とし

ても各家庭への啓発に努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい、北海道では、2023 年に都市部を中心に 1,100 名もの

若者が救急搬送されています。日常的に薬物を乱用する若者は、この数から考えて想

像しても、かなりの数と想像されます。 

この事実を考えればですね、あの当町においても、もっともっと危機感を持った対

応が必要ではないかなと私は思うんですが、その辺の危機感というのが、今、保健の

授業の時にやられているということと、警察との協力も得られているということなの

ですが、その辺の危機感の共有っていうのが、学校、教育委員会、それから保護者の

間でのそういう共有っていうのはあるんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまのご質問の危機感の共有というところですが、学

校では、やはり、保護者との学校通信とか学級通信の中でですね、そういう薬物乱用

とか違法薬物とかですね、そういうのをちょっとテーマにした話題作りというか、そ

れをこう家庭とも共有してですね、日頃から、この子どもたちを見守っていきましょ

う、もし何か異変があれば周りの大人が早く気づいて、その子に寄り添って、大ごと

にならないようにしましょうという、そういう雰囲気作りはですね各学校単位で行っ

ていると思います。 

今後も、保健の授業でその薬物については教えてはいます。それで、子どもたちの

やっぱりその薬物に手を出すきっかけというのは、子どもたち、子どもたちの悩みと

か不安とかですね、そういうストレスとかですね、そういうのがやっぱり根底にある

と思われますので、それをいかに周りの大人が気づくか。 

あと、子ども自身もですね、ちょっと何かに悩んだときには誰かに相談できるよう

に、教科書の中にもですね、そういう相談窓口の連絡先とか電話番号も教科書に掲載
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されていますので、その辺は、今後も引き続き十分気をつけながら、子どもの心の健

康に寄り添っていきたいなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい、今の答弁にもありましたけど、オーバードーズとかが

起きる背景には、学生が抱えるストレス、孤独感、取り巻く自分の周りの環境の問題

があって、やっぱり学生が居場所を確保し、悩みを相談する場所というのは本当に必

要なことだと思うんで、あの、今、教育長の答弁で、ある程度安心することはできた

んですが、本当に子どもが、何て言ったらいいでしょう、相談できる場所って、先生、

養護教員、あとは学校相談員という方もいらっしゃると思うんですが、今の枝幸町の

現状で十分だっていうふうにお考えになってますか。足りないところはないですか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 子どもたちの相談する窓口としては、いろんなチャンネル

というか、それは日頃から子どもや家庭にもですね伝えております。 

いろいろ、いのちの相談とかね、いろいろ 24 時間体制で相談を受けているところ、

それは電話であったり、あとはインターネット上でもそういう相談窓口というのはあ

りますので。 

ただ、現状それが、それで 100%かって言われれば、まだまだいろんな、いろんな

町で、いろんな手段で情報とコンタクトしてますんで、その目に触れるようないろん

な工夫はですね、今後も続けていかなきゃならないなというふうに思っています。 

それも含めて、今後学校ともいろいろ協議しながら、より効果的な広報、啓発活動

をですね、どうやったらできるかというのは、今後も続けていきたいなというふうに

思っています。 

○議長（小原 仁君） 小林議員。 

○６番（小林正浩君） 理解します。 

最後になんですが、天田先生が家庭の事情で退職されたということで、天田先生も

ここの部分にはかなりな重要なポストだったというふうに思うんですが。 

退職されたことは仕方がないんですが、今後の展開というのはどういうふうに考え

られているのか、答弁していただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 今、議員おっしゃられたとおり、教育支援センター長の天

田先生がですね８月いっぱいで辞められまして、私どもも急な話で驚いております。 

それで、後任についてはですね、できるだけ早く探したいなというふうに思ってい

ますが、ちょっと個別に私もちょっと当たってはいるんですが、なかなか見つからな

いというのが現実。 

ただ、遅くても来年、来年の４月、新年度からはですね、やっぱり常駐できる方を

なんとか配置したいなというふうに考えていますけども。 

そこは、町民課の子ども家庭センターとの連携もありますので、今後、ちょっとあ

る程度、人員を、人材を探しながら、町側とも連携を取りながらですね、後任者を確

保したいなというふうに考えています。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、小林議員。 
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○６番（小林正浩君） ぜひ努力をしてですね、子どもたちが生きていく環境を少し

でも良くしていただきたいと思います。 

これで質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、小林議員の一般質問を終わります。 

次の日程に入りたいと思うんですが、次に日程が入りますと時間的余裕がだいぶな

くなりますので、これで午前中の議題を終了したいと思います。 

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

はい、それでは、これで昼休みの休憩に入りたいと思います。 

なお、次の開催は１時からですので、よろしくお願いいたします。 

休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時００分 

 

◎日程第６ 同意第５号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

日程第６ 同意第２号 枝幸町自治功労者の表彰についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 枝幸町自治功労者の表彰について、提案内容の説明をさせて

いただきます。 

本年度の自治功労者として１名の方を表彰いたしたく、今回、同意をお願いするも

のでございます。 

それでは、議案書１ページをお開きください。 

同意第２号 枝幸町自治功労者の表彰について。 

次の者を令和７年度枝幸町自治功労者として表彰したいので、枝幸町自治功労者表

彰条例第２条の規定により、議会の同意を求める。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案する方は、条例第２条第１項第６号の民生委員・児童委員としての功績に該当

する方で、船橋裕子氏でございます。 

船橋氏の住所並びに生年月日につきましては、議案に記載のとおりでございます。 

また、功績の概要等につきましては、議案関係参考資料の１ページに記載しており

ますので、ご参照いただきたいと存じます。 

なお、提案にあたりましては、令和７年８月 27 日に開催されました枝幸町表彰審

議委員会の審議を経て提案させていただいておりますので、本年度の自治功労者表彰

の該当者としてご同意くださいますよう、よろしくご審議のほどお願い申し上げまし

て、説明に代えさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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人事案件でありますので、会議規則等運用令規定第 50 条の規定により、討論を省

略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより採決に移りますが、提案のあった方につきましては、過日の枝幸町表彰審

議委員会において、その功績について十分な審議がなされた方であります。 

議会運営委員会において協議された結果により、採決方法は、挙手により採決した

いと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決方法は、挙手により採決することに決定されました。 

これより、同意第２号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。ただいま提案された方につきましては、提案のとおり同意する

ことに賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

○議長（小原 仁君） はい、挙手多数と認めます。 

したがって、同意第２号 枝幸町自治功労者の表彰については、原案のとおり船橋

裕子氏を同意することに決定されました。 

 

◎日程第７ 陳情第４号 ～ 日程第８ 陳情第５号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第４号 政府の責任で医療・介護施設への支

援を拡充し、全てのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書。日程第８ 陳情第

５号 2026 年度地方財政の充実・強化を求める陳情書を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛てに送付又は提出のあった陳情書であります。内容は、お

手元に配布いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取扱いについては、議会運営委員会で協議され、全議員に資料配布として

処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第４号及び陳情第５号については、全議員に資料配布のこととい

たします。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等を持って提案願いたいと思います。 

 

◎日程第９ 意見案第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備

等に関する意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、秋川祥雄議員、賛成者は石川 勝議員、小林正浩議員より提出さ

れております。 

提出者であります秋川祥雄議員より、登壇のうえ説明を求めます。 

11 番秋川議員。 

（11 番秋川祥雄君 登壇） 

○11 番（秋川祥雄君）  意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関す
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る意見書。 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書を別紙のとおり、枝幸町議会会

議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和７年９月 16 日提出 提出者、枝幸町議会議員秋川祥雄。賛成者、枝幸町議会

議員石川 勝。賛成者、枝幸町議会議員小林正浩。 

それでは、朗読をもって説明させていただきます。 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書。 

北海道は、豊かな自然、広大な土地、良好な気候などの特性と豊富な再生可能エネ

ルギーをはじめ、我が国最大の供給力を有する農林水産物、自然や文化を生かした魅

力的で質の高い観光資源といった数多くのポテンシャルを有しており、これらの独自

性や優位性を生かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実現を目指

している。 

しかしながら、本道の道路を取り巻く環境は、高規格道路におけるミッシングリン

クをはじめ、自然災害に伴う交通障害、幹線道路や通学路における交通事故、道路施

設の老朽化など多くの課題を抱えている。 

こうした課題を解消し、人流・物流の効果、効率化による生産性向上及び国際競争

力の強化や、激甚化・頻発化する大規模災害に備えた強靱な地域づくりを進めるため

にも、本道の骨格を形成する高規格道路から身近な市町村道に至る道路網の整備や老

朽化対策などを着実に推進するとともに、積雪寒冷地である本道では、安定した除排

雪体制の確保など、冬季期の住民の安全・安心を確保することが必要である。 

そのため、地方財政から依然として厳しく、地方財政が依然として厳しく、また、

資材価格の高騰や賃金水準を、水準の上昇に対応する中でも、必要な道路整備や除排

雪を含む維持管理を長期安定的に進めるための予算を確保することが重要である。 

よって、国においては、切迫する日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震や気候変動に

伴い激甚化・頻発する自然災害への対応のほか、令和６年能登半島地震の教訓なども

踏まえ、高規格道路から市町村道に至る道路網の整備や老朽化対策、除排雪の充実確

保など国土強靱化の取組をより一層推進するため、次の事項について特段の措置を講

ずるよう強く要望する。 

記。 

１、山積する道路整備の課題に対応しながら、計画的かつ長期安定的な道路整備や

維持管理が進められるよう、必要な予算を確保すること。 

２、第１次国土強靱化実施中期計画に基づく橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策

や無電柱化などを着実に進めるために、今後の資材価格・人件費高騰等の影響を適切

に反映した必要な予算・財源を確保すること。 

３、人流、物流の活性化による生産性向上に向けた高規格道路のミッシングリンク

の解消や、高規格道路と直轄国道の連携によるダブルネットワークの構築、暫定２車

線区間の４車線化や耐震補強等の機能強化など、国土強靱化に資する災害に強い道路

ネットワークの整備を推進すること。 

４、令和７年度より舗装道路の対象範囲が拡充された緊急自然災害防止対策事業債

の延長を含めた地方財政措置制度の充実を図ること。 

５、地域の暮らしを支える道路整備や除排雪を含む道路維持の充実が図れるよう、

冬季における安全な道路交通の確保、通学路などの交通安全対策の推進など、必要な
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予算を確保すること。 

６、冬季における円滑な交通確保のため、除排雪に必要な予算を確保するとともに、

老朽化が進行している除雪機械等の計画的な更新・増強が可能となるよう財政支援を

強化すること。 

７、維持管理に活用可能な交付金制度を創設するとともに、都市公園、下水道、公

営住宅、港湾など公共施設の長寿命化について、全ての管理施設の点検や診断、補修、

更新が交付対象となるよう採択要件を緩和するなど、地方負担の軽減を図ること。 

８、災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人

員体制の充実強化を図ること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和７年９月 16 日 北海道枝幸町議会。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通

大臣、国土強靱化担当大臣。 

以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本意見案に対する説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、意見案第２号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本意見案については、原案のとおり採択することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書は、

採択することに決定されました。 

後ほど、意見書を関係機関へ提出いたします。 

 

◎日程第１０ 議案第４６号 ～ 日程第１２ 議案第４８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 議案第 46 号 北海道市町村総合事務組合規約の

変更に関する協議について。日程第 11 議案第 47 号 北海道町村議会議員公務災害

補償等組合規約の変更に関する協議について。日程第 12 議案第 48 号 北海道市町

村職員退職手当組合規約の変更に関する協議についてを議題といたします。 

以上の３件は、議会運営委員会において協議し、関連がありますので、一括議題と

して審議したいと思いますが、一括議題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 46 号、議案第 47 号及び第 48 号の３件の議案は、一括議題と

することに決定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 
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総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案第 46 号、議案第 47 号及び議案第 48 号について、

一括提案のご説明を申し上げます。議案書２ページでございます。 

議案第 46 号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について。 

北海道市町村総合事務組合規約を次のとおり変更することについて、地方自治法第

286 条第１項及び第 290 条の規定により、議会の議決を求める。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

続きまして３ページ、議案第 47 号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約

の変更に関する協議について。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約を次のとおり変更することについて、

地方自治法第 286 条第１項及び第 290 条の規定により、議会の議決を求める。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

続きまして４ページ、議案第 48 号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に

関する協議について。 

北海道市町村職員退職手当組合規約を次のとおり変更することについて、地方自治

法第 286 条第１項及び第 290 条の規定により、議会の議決を求める。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

この３件について提案の理由を説明申し上げます。 

当町が加入している市町村総合事務組合、町村議会議員公務災害補償等組合、市町

村退職手当組合の三つの一部事務組合から規約変更の協議依頼がありました。 

当該組合の規約変更は、地方自治法に基づき、関係地方公共団体の協議を経て、所

管官庁の許可を得るため議案として提案するものです。 

この度の規約変更の内容は、檜山管内江差町・上ノ国町学校給食組合の解散に伴い、

当該三つの組合から脱退する必要が生じたため、規約の一部を変更するものでござい

ます。 

規約変更の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係参考資料２ページから４ページをそれぞれご参照願

います。 

改めまして、議案、議案書２ページ、一つ目の議案第 46 号 北海道市町村総合事

務組合の規約変更についてです。 

一部変更の規約は、別表第１第２条関係において、檜山振興局の行中、加入団体数

を(11)から(10)に改め、江差町・上ノ国町学校給食組合を削除するものです。削除

するものであります。 

次の別表第２、第３条関係組合の共同処理事務の９項中も、同様に江差町・上ノ国

町学校給食組合を削除するものです。 

附則でありますが、この規約は、地方自治法の規定により、北海道知事の許可の日

から施行すると、施行することとしております。 

二つ目に、議案書３ページです。議案第 47 号 北海道町村議会公務災害補償等組

合の規約変更についてです。 

一部変更の規約は、別表第１、組織中、江差町・上ノ国町学校給食組合を削除する

ものです。 
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附則でありますが、この規約は、地方自治法の規定により、総務大臣の許可の日か

ら施行する施行することとしております。 

三つ目、議案書４ページ、議案第 48 号 北海道市町村職員退職手当組合の規約の

変更についてです。 

一部変更の規約は、別表２、第１、組合を組織する一部組合及び広域連合の檜山管

内の行中、江差町・上ノ国町学校給食組合を削除するものであります。 

附則でありますが、この規約は地方自治法の規定により、総務大臣の許可の日から

施行することとしております。 

以上、議案第 46 号、議案第 47 号及び議案第 48 号の提案内容の説明とさせていた

だきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 46 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 46 号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議に

ついては、原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第 47 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 47 号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合の規約の変更

に関する協議については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第 48 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 48 号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協

議については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第４９号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第 49 号 宗谷公平委員会の共同設置に関す

る規約の変更についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書５ページでございます。 

議案第 49 号 宗谷公平委員会の共同設置に関する規約の変更について。 

地方自治法第 252 条の７第２項の規定により、宗谷公平委員会の共同設置に関する

規約を次のとおり変更するための協議について、同法同条第３項の規定により、議会

の議決を求める。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案理由を、提案理由の説明を申し上げます。 

宗谷公平委員会は、管内 10 市町村、一部組合８団体で共同設置しており、稚内市

が事務局を担っております。 

当該委員会の規約変更に際には、地方自治法に基づき、関係地方公共団体へ協議し

て、これを行わなければならないことから、議案として提案するものです。 

この度の規約の変更内容は、稚内市役所庁舎の移転に伴い、宗谷公平委員会の執務

場所を変更するものであります。 

規約変更の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係参考資料５ページを参照願います。 

改めまして、議案書５ページ、第３条、公平委員会の執務場所中、中央３丁目 13

番 15 号を中央３丁目２番１号に改めるものです。 

附則でありますが、この規約は令和７年 10 月 14 日から施行することとしておりま

す。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 49 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 49 号 宗谷公平委員会の共同設置に関する規約の変更につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第５０号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 50 号 枝幸町行財政改革の推進に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書６ページでございます。 

議案第 50 号 枝幸町行財政改革の推進に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町行財政改革の推進に関する条例の一部を、一部を改正する条例を次のとおり

制定する。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

行財政改革大綱実施項目、実施項目に掲げられていました各種委員会の委員定数に

ついて見直しを進めてきております。 

本年度、行財政改革推進委員会委員の改選のため、これに合わせて委員定数の見直

しを実施するための改正を行うものであります。 

改正条例の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係参考資料６ページをご参照願います。 

改めて、改めまして議案書６ページ、一部改正する条文は、第７条、組織、第１項

中、委員の定数を 10 人から８人に改めるものです。 

附則として、この条例は公布の日から施行します。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 小林です。 

10 人から８名にするということなんですが、行財政改革委員というのは、枝幸町

にとって一般の方の広い意見を吸い上げる場所だと思うんですが、その 10 人から８

人にするという何か特別な理由でもあったんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 小林議員のご質問にお答えいたします。 

１点目は、まず行革財政大綱にてですね、全委員に対してですね、定数の削減を行

っております。これは、町の人口の関係の、関係上、委員の定数を全員とも見直しを

図っております。 

今回の行革につきましては、当初から３名の方を公募をかけておりました。しかし、

今までですね３回行いましたが、任期２年で３回行いましたが、一度も公募の募集が

なくてですね。それでですね、今までは、ある程度一般の団体のご推薦をいただきな

がら 10 人で進めてきました。 

今回においては、後期の実施計画も策定し終わりまして、一段落着いたというとこ

ろで、ここでですね、私どもの行革委員の方も 10 名から８名の委員の削減を行いた
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いと考えてご提案させていただきました。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 50 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 50 号 枝幸町行財政改革の推進に関する条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第５１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 15 議案第 51 号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部

の免責に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書７ページでございます。 

議案第 51 号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の一部を改正する条例を次の

とおり制定する。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

地方自治法施行令の一部を改正する政令が令和７年７月２日に公布されたことに伴

い、当該条例で引用している同法の条にずれが生じることから、引用部分の条項の改

正を行うものであります。 

改正条例の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係資料７ページをご参照願います。 

改めて、議案書７ページ、一部改正する条文は、第２条、最低責任負担額中、第

173 条の４第１項第１号を第 173 条の５第１項第１号に改めるものであります。 

附則として、この条例は、地方自治法の一部を改正する法律附則第１条第３号に掲

げる規定の施行の日から施行するとしております。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま
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した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 51 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 51 号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第５２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第 52 号 枝幸町行政手続きにおける特定個

人の識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人

情報の提供に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書８ページでございます。 

議案第 52 号 枝幸町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例について。 

枝幸町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

を次のとおり制定する。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案の説明を申し上げます。 

国の地方公共団体情報システム共通機能標準仕様書の、仕様書に規定する受投外、

受投会社宛名番号管理機能によって行われる事務及び情報連携について、個人番号の

独自利用事務として条例に定める必要があるため、所要の改正を行うものでございま

す。 

改正条例の内容は議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認い

ただく場合は、別冊の議案関係参考資料８ページから 11 ページをご参照願います。 

説明にあたっては、改正の内容を主に、字句の訂正・整理については省略させてい

ただきますので、ご了承願います。 

議案書 10 ページを開き願います。違う議案書８ページですね。すいません失礼し

ました。議案書８ページをお開き願います。 

それでは、８ページ、別表第１については、町の独自利用事務として、個人の利用
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範囲に町の住民基本台帳に登録されていないものを特定するために固有の番号を付番

し、受投会社の情報に管理に関する事務を追加するものでございます。 

次に、８ページから９ページの別表第２では、特定個人情報の庁内連携を行う事務

又は同一地方公共団体の他機関の情報提供を行う事務として、受投会社宛名番号管理

機能による受投会社の情報管理に関する事務を追加するものでございます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行します。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 52 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 52 号 枝幸町行政手続きにおける特定個人を識別するための

番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第５３号 

○議長（小原 仁君） 議案第 53 号 枝幸町議会議員及び枝幸町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案 10 ページでございます。 

議案第 53 号 枝幸町議会議員及び枝幸町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町議会議員及び枝幸町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

公職選挙法施行令の一部改正により、選挙運動費用にかかる公費負担額の上限が引

き上げられたため、所要の改正を行うものであります。改正条例の内容につきまして

は、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げます。 

別冊、議案関係資料 12 ページをお開き願います。 

12 ページ上段から第４条第２号のア、一般運送契約以外の自動車の借入れに係る



- 38 - 
 

契約の１日あたりの上限金額１万 5,800 円を１万 6,100 円に、同号のイ、燃料費は、

選挙運動日数に係る上限金額 7,560 円を 7,700 円に改めるものであります。 

次に、13 ページ上段、第８条選挙運動用ビラの１枚あたりの作成単価の上限金額

７円 51 銭を８円 38 銭に改めるものであります。 

その下、その下から 14 ページの第 11 条、選挙運動用ポスターの１枚あたりの作成

の上限金額を算出する単価 525 円６銭を 586 円 88 銭に、掲示を、掲示場の数を乗じ

て得た額に加える金額 15 万 5,250 円を 18 万 3,941 円に改めるものであります。 

14 ページ、附則として、この条例は、公布の日から施行します。なお、附則第２

項においては、第８条及び第 11 条の規定の適用についてを定めています。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これより、議案第 53 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 53 号 枝幸町議会議員及び枝幸町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１８ 議案第５４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第 54 号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 11 ページでございます。 

議案第 54 号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

について。 

枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制

定する。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が本年１月８日に公布
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され、４月１日から段階的に施行されています。 

今回、10 月１日に施行にかかる改正事項であり、仕事と育児の両立支援制度の利

用に関する職員の意向確認などが図られる、図られることに伴い、所要の改正を行う

ものであります。 

改正条例の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。なお、説明にあたっては、改正内容を主に説明させていただきますので、ご了承

をお願いいたします。 

別冊、関係参考資料の 15 ページを開き願います。 

15 ページ、第 17 条、介護休暇では、本条例改正において、この後１条を追加する

ことによって条項のずれが生じるため改めるものでございます。 

次に、15 ページ中段から 16 ページの第 18 条の２を新たに追加します。 

第１項では、新たに妊婦、出産等についての申し出をした職員に対してと、16 ペ

ージ中段の第２項では、３歳に満たない子を養育する職員に対して、それぞれ第１号

から第３号で、制度の周知、意向の確認の実施や相談体制の整備などを措置、相談体

制の整備などを講じることとされております。また、その下、第３項では、第１項及

び第２項に係るものについて、子の心身や育児に関する家庭の状況などに配慮しなけ

ればならないことを追加しております。 

次に、16 ページ下段から 17 ページ、現行の 18 条の２を第 18 条の３に条を繰り下

げ、また見出し及び 17 ページ上段の第項の文言の整理を行っております。その下、

現行の第 18 条の３も同様に 18 条の４と条を繰り下げています。 

附則として、令和７年 10 月１日から施行とします。ただし、附則第２項にて施行

日前の経過措置を定めております。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 54 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 54 号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第５５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 55 号 枝幸町職員の育児休業等に関する
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条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 13 ページでございます。 

議案第 55 号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本条例改正につきましても、先ほどの議案第 54 号 枝幸町職員の勤務時間、休暇

等に関する条例と同様に、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法

律が施行されることに伴い、育児時間の部分休業の取得パターンの多様化などが図ら

れたことに伴い、所要の改正を行うものであります。 

改正条例の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げます。

なお、説明にあたっては、改正内容を主に説明させていただきますので、ご了承をお

願いいたします。 

別冊、議案関係参考資料の 18 ページを開き願います。 

一部改正する条文は、第１条、趣旨では、育児休業法の施行に伴う引用規定の追加

でございます。その下、第 20 条では、育児時間を請求できる非常勤職員の要件の改

正で、勤務日ごとの勤務時間が６時間 15 分を超える日のない者も請求できるよう、

職員の範囲を改めるものであります。 

その下、第 21 条では、見出しを第１号部分休業の承認に改め、第１項では、１日

の勤務時間が６時間 15 分以上である勤務日の者の部分休業の承認の改正であります。 

その下から 19 ページの第２項では、育児時間や介護時間を取得して勤務しない時

間がある者に、さらに部分休業を認める場合の上限に係る改正であります。 

次に、19 ページ中段の第３項では、第１項の改正に伴い、部分休業を第２号部分

休業に改めるものでございます。大変申し訳ありません。第１項の改正に伴い、部分

休業を第１号部分休業に改めるものでございます。 

19 ページ中段から 20 ページにかけての第 21 条の２、第 21 条の３、第 21 条の４、

第 21 条の５は、新たに追加する条項であります。 

19 ページ中段、21 条の２、第２号部分休業の承認では、１日の勤務時間が６時間

15 分未満の勤務日のものの部分休業の承認の規定であり、第１項では承認時間の単

位を１時間としています。また、第１号及び第２号では、勤務時間に係る承認基準に

ついての規定でございます。 

次に、20 ページ、第 21 条の３では、育児休業法第 19 条第２項に係る条例で定め

る１年の期間を４月１日から翌年３月 31 日としております。 

その下、21 条の４では、１年間に請求することができる育児時間の上限時間で、

非常勤職員以外の職員は 77 時間 30 分、非常勤職員は勤務日１日あたりの勤務時間数

に 10 を乗じて得た時間としております。 

その下、21 条の５、育児休業法第 19 条第３項では、育児休業の期間中において、

期間の変更をすることができる特別な事情についての規定でございます。 



- 41 - 
 

その下、第 22 条、部分休業をしている職員の給与の取扱いでは、部分休業を育児

休業法第 19 条第１項に規定する部分休業に改めております。 

その下、第 23 条、部分休業の承認の取消事由では、現行第 14 条、育児時間、育児

短時間勤務の承認の取消事由を準用としていましたが、育児休業法に定める第３項変

更、育児時間の職形態の変更の申出をした場合に改めております。 

次に、21 ページ、附則として、この条例は、令和７年 10 月 1 日から施行とします。

また、附則第２項では、改正条項 21 条の４などの適用について経過措置を定めてお

ります。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで討論を終わります。 

これより、議案第 55 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 55 号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

１時から始まって、もう１時間ほど経ちますので、２時 15 分まで休憩したいと思

います。よろしくお願いします。 

休憩 午後 １時５９分 

再開 午後 ２時１５分 

 

◎日程第２０ 議案第５６号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第 20 議案第 56 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算についてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 15 ページでございます。 

議案第 56 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町一般会計補正予算書第３号の１ページ目をお開き願います。 
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歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 3,969

万 3,000 円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ 134 億 7,082 万 9,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算につきましては、歳出では、主に、地域防災マネージャーとなる防

災監の採用に伴う給与費の計上や、過年度受けた国道支出金の清算のための返戻金の

計上。また、各施設の修繕費の増額や前年度繰越金の半額を地方財政法の定めにより

財政調整基金に積み増しするなどを提案させていただいております。 

歳入では、主に普通交付税交付額の決定。繰越金額に繰越金額の確定に伴う予算の

計上をしており、収支の調整を財政調整基金繰入金の減額で行っております。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

10 款１項地方特例交付金は 12 万 2,000 円の交付額決定による減額。 

11 款１項地方交付税は普通交付税交付額の決定に伴う２億 8,731 万 9,000 円の増

額でございます。 

15 款国庫支出金は 615 万 6,000 円の増額。内訳は１項国庫負担金が 45 万 3,000

円の増額で、障害者自立支援給付金負担金清算分。２項国庫補助金が 530 万円の増額

で、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金。３項委託金が 40 万 3,000 円の増額

で、中長期在留者住居地届出等事務委託金でございます。 

16 款道支出金、２項道補助金は１万 1,000 円の増額で、特別弔慰金支給事務市町

村交付金でございます。 

17 款財産収入、２項財産売払収入は 171 万 2,000 円の増額で、町有地売払収入で

ございます。 

19 款１項繰入金は２億 5,628 万 6,000 円の減額で、内訳は、財政調整基金繰入金

２億 7,421 万円の減額。ふるさと未来応援基金繰入金 720 万円、産業振興基金繰入

金 1,000 万円、森林環境譲与税基金繰入金 72 万 4,000 円それぞれ増額でございます。 

20 款１項繰越金は１億 90 万 3,000 円の増額でございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 133 億 3,113 万 6,000 円に対し、１億

3,969 万 3,000 円を増額し、134 億 7,082 万 9,000 円とするものです。 

歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

２款総務費は 6,314 万 6,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が 6,286 万

1,000 円の増額で、主なものは 15 ページ上、一般行政事務経費 182 万 8,000 円。中

ほど、防犯対策経費 388 万 2,000 円。一つおいて、基金管理費 5,045 万 3,000 円の

それぞれ増額。17 ページ上、物価高騰重点支援給付金支給事業 530 万円の増額でご

ざいます。 

16 ページに戻りまして、３項戸籍住民基本台帳費が 28 万 5,000 円の増額で、中長

期在留者住居地届出等事務経費の追加でございます。 

18 ページになります。３款民生費は、1,152 万 1,000 円の増額。内訳は、１項社

会福祉費が 485 万 8,000 円の増額で、主なものは、19 ページ三つ目、障害者等医療

費支給事業 419 万 7,000 円の増額でございます。 
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18 ページに戻りまして、２項児童福祉費が 666 万 3,000 円の増額で、主なものは

21 ページ上、子ども・子育て支援事業 127 万 2,000 円。一つおいて、こども家庭セ

ンター管理運営経費 376 万 4,000 円のそれぞれ増額でございます。 

22 ページになります。４款衛生費、１項保健衛生費は 2,730 万円の増額で、簡易

水道事業会計出資及び運営経費でございます。 

24 ページ、６款農林水産業費、２項林業費は 1,072 万 4,000 円の増額。主なもの

は、25 ページ二つ目、山林管理事務経費 1,000 万円の増額でございます。 

26 ページ、７款１項商工費は 811 万 3,000 円の増額で、主なものは、27 ページ上、

中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業 724 万円の増額でございます。 

28 ページです。８款土木費は 917 万 3,000 円の増額。内訳は、３項港湾費が７万

円の増額で、港湾管理経費。４項都市計画費が 260 万円の増額で、下水道事業会計出

資及び運営経費。５項住宅費が 650 万 3,000 円の増額で、公営住宅管理経費でござ

います。 

30 ページ、10 款教育費は 228 万 7,000 円の増額。内訳は、３項中学校費が 73 万

5,000 円の増額で、中学校管理経費。４項社会教育費が 24 万 9,000 円の増額で、文

化会館管理運営経費他。５項保健体育費が 130 万 3,000 円の増額で、社会体育施設

管理運営経費でございます。 

32 ページになります。13 款１項職員費は 742 万 9,000 円の増額で、給与費でござ

います。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 133 億 3,113 万 6,000 円に対し、１億

3,969 万 3,000 円を増額し、134 億 7,082 万 9,000 円とするものです。 

35 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和７年度枝幸町一般会計補正予算第３号の内容説明とさせていただきます。 

また、８月末現在の建設工事等発注一覧表を参考資料として配布させていただきま

したので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、一点だけお伺いします。 

15 ページの防犯対策経費のところで、移設工事 388 万 2,000 円が増額になってい

ます。これをちょっと説明いただきたいんですけれども。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

防犯対策経費の工事請負費、移設工事につきましては、防犯灯街路灯の自立柱の老

朽腐食による支柱の撤去と照明器具等の移設６基分のです。 

これについては、今年度は、本年の２月に山臼地区の方で老朽化した自立柱の方が

倒壊いたしまして、それを見てですね、歌登地区・枝幸地区ともですね、全自立柱の

方をですね点検した結果ですね、一番緊急性の高いもの６本をですね、今回補正で上

げさせてもらっております。 
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次年度以降については、危険性の高いものとか、順次計画を持って進めさせていた

だきます。以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ありがとうございます。 

あの自立柱の移設ということなんですけど、これ、検査というか、して、まだ、や

っぱり、やらなきゃいけないものっていうのは結構あるっていう、そういう認識なん

でしょうかね。 

それは次年度以降という、そういうことでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

今回の６基を含めてですね、ちょっと危険なものというか、早急に対応しなきゃな

らないものっていうのがですね 44 基、あと腐食が始まっているものが 41 基ございま

す。 

これについてですね、次年度以降、計画的にやらせていただきたいと思っています。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。私も 1 問。 

27 ページ一番上ですか、中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業で 724 万ですか、

これが増えているんですが、この補助件数と、トータルこれで何部屋ぐらい確保され

たのかということをお知らせ願います。 

○議長（小原 仁君） はい、水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

今年度、令和７年度の直近でございますけども、改修、あの住宅の内部改修ですね、

そこがですね、５社５事業所で、５件のですね、今、現在の申請がございます。 

今後、１社１事業所が新築。また、もう１社が内部改修という予定でございまして、

この不足分についてですね、今回予算としてお願いしてございます。 

それで、戸々のですね、この何部屋っていうのはちょっと押さえてませんので、こ

れ、また後ほどご回答とさせていただくということでよろしいですかね。はい、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） すごくいい事業だと思います。それでですね、これによって、

例えば公営住宅待機してた方とかって、そういうことの改善には繋がってますでしょ

うか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

中小企業者雇用促進住宅といいますのは、例えば水産加工ですとか外国人ですとか、

そういう方々の住宅になってございまして、私ども取り扱っております公営住宅は、

一般社向けというか、あとは、その単身者というところで、昨年もですね、一般単身

者の方でアパートが足りないということで、苦労されている方がいるということで、

使用していない公営住宅を単身者向けに改修いたしまして住んでいただくという取組

もしてございますので、そちらの方は問題ないと思っております。 
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以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですか。はい、これ以上、質

疑はないということでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 56 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 56 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第５７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 57 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事

業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 16 ページでございます。 

議案第 57 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和 7 年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第１号の１ページをお開き

願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 402 万

3,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 14 億 2,804 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

この度の補正でございますが、システム改修費用の計上、保険税還付金の増額及び

繰越金の精査によるものでございます。 

それでは、事項別明細書により補正額を持ってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。 

５款１項繰越金は 3,253 万 3,000 円の増額で、令和６年度会計からの繰越金でご

ざいます。 

７款１項国庫補助金は、歳出でご説明いたしますシステム改修に伴いまして、子ど

も・子育て支援事業費補助金を新設し、77 万円を計上するものでございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 2,401 万 7,000 円に対し、402 万 3,000 円

を増額し、計 14 億 2,804 万とするものでございます。 

次に歳出でございます。14 ページをお開き願います。 
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１款１項総務管理費は 77 万円の増額で、一般事務経費にシステム改修業務委託料

を追加するものでございます。この委託料につきましては、国の子ども未来戦略に基

づく法改正により、令和８年度から、医療保険者が加入者に対し、子ども・子育て支

援金を医療保険料と併せて新たに賦課徴収を行うものとなり、それに伴うシステム改

修費でございます。 

６款１項積立基金積立金は、令和６年度会計からの繰越金により、国民健康保険事

業基金の積立額を 113 万 4,000 円増額するものでございます。 

７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は、国保資格喪失の遡及による過年度分

保険税還付金及び還付加算金を 211 万 9,000 円増額するものでございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 2,401 万 7,000 円に対し、402 万 3,000 円

を増額し、計 14 億 2,804 万円とするものでございます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第１号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということでございますので、ここで質疑を

終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで討論を終わります。 

これより、議案第 57 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 57 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程２２ 議案第５８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 58 号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 17 ページでございます。 

議案第 58 号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めると

ころによる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 
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別冊、令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算書第１号の１ページをお開

き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 200 万

2,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億 7,309 万 8,000 千

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

この度の補正でございますが、システム改修費用の計上及び繰越金の精査によるも

のでございます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。 

２款１項繰入金は 37 万 2,000 円の減額で、前年度繰越金による事務費繰入金の減

額でございます。 

３款１項繰越金は 37 万 2,000 円の増額で、令和６年度会計からの繰越金でござい

ます。 

６項款１項国庫補助金は、歳出でご説明いたしますシステム改修に伴い、子ども・

子育て支援事業費補助金を新設し、200 万 2,000 円を計上するものでございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額１億 7,109 万 6,000 円に対し 200 万 2,000 円を増

額し、計１億 7,309 万 8,000 円とするものでございます。 

次に、歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

１款１項総務管理費は 200 万 2,000 円の増額で、一般事務経費にシステム改修業

務委託料を追加するものでございます。この委託料につきましては、先ほどの国民健

康保険同様となりますが、国の法改正により、令和８年度から、子ども・子育て支援

金を医療保険料と併せて新たに賦課徴収を行うものとなり、それに伴うシステム改修

費でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額１億 7,109 万 6,000 円に対し、200 万 2,000 円を

増額し、計１億 7,309 万 8,000 円とするものでございます。 

以上、後期高齢者医療事業特別会計補正予算書第１号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ありません

か。 

はい、４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 一点だけお聞きします。 

先ほどの国保の方で、このシステム改修の委託料が 77 万円だったんだと思います

けども、この後期高齢者の方が 202 万円となる理由がよく分からないので説明してい

ただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） こちらの、徳保議員の質問にお答えいたします。 

こちらのシステム改修費でございますが、国民健康保険につきましては、平成、平

成 30 年度から都道府県一体化ということで、道内一つのシステムで被保険者の資格
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管理を行っておりまして、収納にかかるものだけの改修となっております。 

後期高齢者の医療につきましては、資格も含め、全体の管理を町のシステムで行っ

ている関係がありまして、金額がこちらの方が高くなっております。 

以上でございます。 

○４番（徳保喜幸君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということでございまして、これで質疑を終

わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 58 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 58 号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第５９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23、議案第 59 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 18 ページでございます。 

議案第 59 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

それでは、別冊の令和７年度介護保険事業特別会計補正予算書第１号のページを開

きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 190 万

4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 5,239 万 4,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入では、国庫支出金、道支出金の清算交付金、繰越金

の精査、歳出では、令和６年度事業精算に伴う国庫支出金の過年度返戻金を増額する

ものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げま
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す。事項別明細書の 10 ページをお開きください。 

２款国庫支出金、１項国庫負担金は１万 8,000 円を増額するもので、前年度介護給

付費負担金確定に伴う精算交付金でございます。２項国庫補助金は５万 1,000 円を増

額するもので、前年度の地域支援事業交付金確定に伴う精算交付金でございます。 

３款道支出金、２項道補助金は３万 9,000 円を増額するもので、国庫補助金同様に

前年度の地域支援事業交付金確定に伴う精算交付金でございます。 

６款１項繰入金は 80 万 9,000 円を増額するもので、精査による介護保険給付費準

備基金からの繰入金でございます。 

７款１項繰越金は 98 万 7,000 円を増額するもので、前年度繰越金でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 5,049 万円、補正額 190 万 4,000 円の増額、

計８億 5,239 万 4,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

５款諸支出金、１項償還金は 190 万 4,000 円を増額するもので、令和６年度事業

精査による国庫支出金の返納金でございます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 5,049 万円、補正額 190 万 4,000 円の増額、

計８億 5,239 万 4,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第１号の説明にかえさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ありません

か。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということで、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 59 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 59 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第６０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 議案第 60 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 19 ページでございます。 
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議案第 60 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算書第２号の１ページをお開き願いま

す。 

今回の補正予算につきましては、収益的支出で緊急修繕対応の施設維持補修費の増

額。及び継続費では、枝幸浄水場及び枝幸南部地区簡易水道の配水流量等の常時監視

をしている設置後約 25 年程度を経過しました水道（枝幸地区）監視装置に故障が生

じ、応急修繕をしたものの、今回、同様の故障が生じた場合には修繕の見込みが望め

ないということから、監視装置の機器更新を行うものでございます。 

事業完了までには１年程度の期間を有し、２ヵ年にわたる契約となる予定とのこと

から、継続費にて水道事業分の事業費総額及び年割額を提案するものでございます。 

それでは、総則、第１条、令和７年度枝幸町水道事業会計の補正予算第２号は、次

に定めるところによる。 

収益的支出、第２条、令和７年度枝幸町水道事業会計予算第３条に定めた収益的支

出の予定額を次のとおり補正する。 

支出、第１項水道事業費用、既決予定額１億 5,660 万 5,000 円に対し、第１項営

業費用で 50 万円を増額し、１億 5,710 万 5,000 円とするものでございます。 

継続費、第３条、継続費の総額及び年割額は次のとおりと定める。 

継続費は１件でございます。１款資本的支出、１項建設改良費、事業名は水道（枝

幸地区）監視装置更新工事、総額は 6,350 万円、年度は令和７年度、８年度の２ヵ年、

年割額は令和７年度は無く、令和８年度 6,350 万円でございます。 

次に３ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明を申し上げます。 

収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 50 万円の増額で、緊急修繕対

応の施設維持補修費の増額でございます。収益的支出は以上でございます。 

５ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上で令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせていただ

きます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ござい

ませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしということでございますので、これで質疑を終わり

ます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 60 号についてを採決いたします。 
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お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 60 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 議案第６１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 25 議案第 61 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会

計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 20 ページでございます。 

議案第 61 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第２号の１ページをお開き願

います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収支で緊急修繕対応の施設維持補修費の増

額。及び継続費では、先ほど水道事業会計でも、水道会計、水道事業会計予算でもご

説明しました理由と同様でございますが、設置後約 25 年程度経過しました水道（枝

幸地区）監視装置の機器更新を行うものでございます。 

事業完了までには１年程度の期間を要し、２年にわたる契約となる予定から、継続

費にて簡易水道事業分の事業費総額及び年割額の提案をするものでございます。 

それでは、総則、第１条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計の補正予算第２号は、

次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計予算第３条に定

めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額２億 1,445 万 6,000 円に対し、第２項営

業外収益で 2,730 万円を増額し、２億 4,175 万 6,000 円とし、支出、第１款水道事

業費用、既決予定額２億 1,445 万 6,000 円に対し、第１項営業費用で 2,730 万円を

増額し、２億 4,175 万 6,000 円とするものでございます。 

継続費、第３条、継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

継続費は１件でございます。１款資本的支出、１項建設改良費、事業名は水道（枝

幸地区）監視装置更新工事、総額は 3,240 万円、年度は令和７年度、８年度の２年間、

年割額は令和７年度は無く、令和８年度 3,240 万円でございます。 

続きまして、３ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明を申し上げます。 

はじめに、収益的収入で、１款水道事業収益、２項営業外収益が 2,730 万円の増額

で、一般会計負担金でございます。収益的収入は以上でございます。 

次に４ページ、収益的支出で、２款水道事業費用、１項営業費用が 2,730 万円の増
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額で、原水及び浄水費が 280 万円の増額で、緊急修繕対応の施設維持補修費の増額。

配水及び給水費が 2,450 万円の増額で、枝幸南部地区における水道本管、水道本管の

漏水復旧修繕でございます。収益的支出は以上でございます。 

７ページ以降は、予算説明書で、資料として添付してございますので説明は省略さ

せていただきます。 

以上で令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ありません

か。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということでございますので、これで質疑を

終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで討論を終わります。 

これより、議案第 61 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、 

議案第 61 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算については、原案のと

おり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第６２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 26 議案第 62 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 21 ページでございます。 

議案第 62 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算第１号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第１号の一ページをお開き願い

ます。 

今回の補正予算につきましては、収益的収支では、公共下水道事業及び個別排水処

理施設事業において、公設桝合併処理浄化槽等に補修の必要が生じたことから、修繕

費の追加をお願いするものと、資本的収支では、公共下水道事業において、新たに汚

水桝の設置が必要となる箇所が生じたことから、工事請負費の追加をお願いするもの
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でございます。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第１号は、次に定める

ところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度枝幸町下水道事業会計予算第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款公共下水道事業 220 万円の増額。 

第４款個別排水処理施設事業 40 万円の増額。 

収益的収入及び支出の合計は、既決予定額５億 4,860 万 1,000 円に対し、260 万

円を増額し、５億 5,120 万 1,000 円とするものでございます。 

２ページにまいりまして、資本的支出、第３条、予算第４条本文括弧中、不足する

額１億 3,018 万 1,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,018 万 1,000 円で補てんを、

不足する額１億 3,278 万 1,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,278 万 1,000 円で補

てんに改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

資本的支出、第１款公共下水道事業 260 万円の増額。 

資本的支出合計では、既決予定額３億 6,396 万 4,000 円に対し、260 万円を増額

し、３億 6,656 万 4,000 円とするものでございます。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内容につ

きましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入でございます。１款公共下水道事業収益、２項営業外収益が

220 万円の増額。４款個別排水処理施設事業収益、２項営業外収益が 40 万円の増額

で、いずれも一般会計負担金でございます。 

６ページにまいりまして、収益的支出でございます。１款公共下水道事業費用、１

項営業費用が 220 万円の増額で、管渠管理費における修繕費の増額。４款個別排水処

理施設事業費用、１項営業費用が 40 万円の増額で、施設管理費における修繕費の増

額でございます。収益的収入及び支出は以上でございます。 

次に９ページをお開き願います。資本的支出でございます。１款公共下水道事業資

本的支出、１項建設改良費が 260 万円の増額で、管渠管理費における汚水桝設置工事

の増額でございます。資本的支出は以上でございます。 

11 ページ以降は、予算説明書で、資料として添付してございますので説明は省略

させていただきます。 

以上で、令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第１号の内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ございませ

んか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑がないということでございますので、これで質疑

を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これより、議案第 62 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 62 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２７ 認定第１号 ～ 日程３５ 認定第９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 27 認定第１号 令和６年度枝幸町一般会計歳入歳

出決算認定についてから、日程第 35 認定第９号 令和６年度枝幸町国民健康保険

病院事業会計決算認定についてまでの９件の認定案件を一括議題としたいと思います。 

一括議題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第９号までの９件の認定案件を一括議題とするこ

とに決定いたしました。 

お諮りいたします。ただいまの認定第１号 令和６年度枝幸町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、認定第９号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計決算

認定についてまでの９件の認定案件は、議会運営委員会で協議された結果、議長を除

く 10 名の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して、本定例会

の会期内で審議することにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、本件については、11 名の委員で構成する決算書審査特別委員会を設

置し、これに付託して、本定例会の会期内で審議することに決定いたしました。 

ただいま設置いたしました決算審査特別委員会の委員の選任についてお諮りをいた

します。決算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除く議員全員でありま

すので、委員の指名は省略をいたします。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、本件については、10 名の委員で構成する決算審査特別委員会を設置

し、これに付託して、本定例会の会期内で審議することに決定いたしました。 

次に、ただいま設置いたしました決算審査特別委員会の委員の選任についてお諮り

をいたします。 

決算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除く議員全員でありますので、

委員の指名は省略をいたします。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 
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したがって、決算審査特別委員会の委員は、議長を除いた議員全員を選任すること

に決定いたしました。 

続いて、議長より、決算審査特別委員会の正副委員長についてお諮りをいたします。 

議会運営委員会の協議結果を踏まえ、議長より指名したいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

それでは指名をいたします。 

決算審査特別委員会委員長に６番小林正浩議員、副委員長に７番石川 勝議員の両

名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員長は小林議員、副委員長は石川議員に決定

いたしました。 

ここで着席のまま、暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ３時０６分 

再開 午後 ３時１４分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

ここに先立ちまして、先ほどの水産商工課長より、答弁漏れのことがあるというこ

とでございますので、水産商工課長、よろしくお願いいたします。 

はい、水産商工課長どうぞ。 

○水産商工課長（黒川勇人君） 小林議員さんからのご質問でございますが、中小企

業等雇用促進住宅建設支援事業の補助金で、この補助金で、従業員さん何名確保され

たかっていうようなご質問でございますけれども、全て一人用の個室でございまして、

40 室 40 名でございます。 

これからの新築一棟につきましては 10 室 10 名で、もう一棟の改修につきましては、

今、検討中ということで、まだ確定してないというところで、ご理解いただきたいと

思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） それでは、ただいま配布したとおり、決算審査特別委員会委

員長より、決算審査特別委員会は、本日の午後３時３０分から開会する旨の申し出が

ありましたので、よろしくお願いしたいと思います。 

お諮りいたします。決算審査特別委員会開催のため、その期間、本会議を休会した

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会開催の期間中は、休会とすることに決定しました。 

議会の EOS 放送については、本日の午後３時３０分からの決算審査特別委員会も放

映されますので、ご承知ください。 

なお、本会議は、決算審査特別委員会が終了次第、再開したいと思います。 

 

◎休会宣言 
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○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本日はこれにて、本会議を休会といたし

ます。 

 

（休会 午後 ３時１６分） 
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。  
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